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（展示場所：平川市文化センター　郷土資料館）▲ 足の指が６本になっている。

　土偶は、縄文時代に粘土で
制作された人形で、一部が欠
けた状態で出土することが多
い。この土偶は、堀合遺跡
（唐竹地区）から出土したと
され、自立することができる
珍しいものである。
　平川市指定文化財。

土偶（唐竹 堀合遺跡）



［ 会 期 日 程 ］
３月２日（水）　本会議
３月３日（木）　（議案熟考のため休会）
３月４日（金）　常任委員会
３月５日（土）　（休会）
３月６日（日）　（休会）
３月７日（月）　本会議（一般質問１日目）
３月８日（火）　本会議（一般質問２日目）
３月９日（水）　（議事整理のため休会）
３月10日（木）　予算特別委員会
３月11日（金）　（議事整理のため休会）
３月12日（土）　（休会）
３月13日（日）　（休会）
３月14日（月）　予算特別委員会
３月15日（火）　予算特別委員会
３月16日（水）　（議事整理のため休会）
３月17日（木）　本会議（最終日）

　平成28年第１回平川市議会定例会は、３月２日から17日までの16日間を会期として開催されました。

　本定例会では、平成28年度一般会計などの予算（25件）を審査するために議員全員で構成する予算特

別委員会が設置されました。

　今回提出された議案は、議員提出議案１件、人事案件19件、条例案14件、予算案25件、補正予算案

16件、計画の策定案１件、計画の変更案２件、市道路線の廃止及び認定案各１件、指定管理者の指定及

び指定管理者の管理の期間について１件、資本金の額の減少について２件、請願１件、合計84件でした。

また、最終日（17日）には、条例案１件が追加議案として提出されました。

　これらを慎重に審議した結果、議案第44号から第46号、第49号、第85号の５件は起立採決の結果、

原案可決となり、請願１件は起立採決の結果、不採択となりました。その他の議案については、すべて原

案同意または原案可決となりました。

第１回（３月）定例会
予算特別委員会 設置

第１回定例会（概要）
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審議 議案
人　事　案　件
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　任期：平成28年４月１日～平成31年３月31日
� 計19名を任命

条例案・条例改正案

●平川市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例案

� （平成28年４月１日から施行）
　�　農業委員会農地利用最適化推進委員の報酬額を定
め、並びに教育委員会委員、監査委員、選挙管理委
員会委員及び固定資産評価審査委員会委員等の報酬
額を改めるため。

質　疑
　問　報酬費及び費用弁償の改正根拠について。
　答�　他市と比較して低い水準にあることから、報酬審
議会による審議により改正し、引き上げる。

●平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例案

　�（平成28年３月17日から施行。ただし、第２項の規
定は平成28年４月１日から施行する。）
　　市議会議員の期末手当の支給割合を改めるため。

●平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一
部を改正する条例案

　�（平成28年３月17日から施行。ただし、第２項の規
定は平成28年４月１日から施行する。）
　　市長等の期末手当の支給割合を改めるため。

●平川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に
関する条例及び平川市教育委員会教育長の給料
の臨時特例に関する条例を廃止する条例の一部
を改正する条例案

　�（平成28年３月17日から施行。ただし、第２項の規
定は平成28年４月１日から施行する。）
　　教育長の期末手当の支給割合を改めるため。

●平川市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例案

　�（平成28年３月17日から施行。ただし、第２項の規
定は平成28年４月１日から施行する。）
　�　青森県人事委員会の職員の給与等に関する報告及び
勧告にかんがみ、職員の給料月額及び勤勉手当の額
を改定するため。

質　疑
　問�　職員給料表の号給の数が多く、どのように決めら
れているのか。

　答�　平成18年の給与構造改革により、１年間の昇給
が通常の勤務をした職員の場合に４号ずつ昇給す
る仕組みとなり、給料表の号給数が増えている。

●平川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の
一部を改正する条例案

� （平成28年４月１日から施行）
　�　学校教育法の一部改正に伴い、育児又は介護を行う
職員の早出遅出勤務の対象となる学校を改め、及び
その他所要の改正を行うため。

した
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質　疑
　問�　条文中の公務の運営に支障がある場合の判断につ
いて。

　答�　支障の有無の判断は、代替者の配置の難易等を考
慮して行うものと国等が示している。

●地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備
に関する条例案

� （平成28年４月１日から施行）
　�　地方公務員法の一部改正に伴い、関係条例を整備す
るため。

●平川市職員の分限に関する手続及び効果に関す
る条例の一部を改正する条例案

� （平成28年４月１日から施行）
　�　職員の降給の事由及び手続きを定め、その他所要の
整備を行うため。

質　疑
　問　降任と降格の違いについて。
　答�　現に任命されている職から下位の職に下がること
が降任であり、同じ職で級が下がることが降格で
ある。

●行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整
備に関する条例案

� （平成28年４月１日から施行）
　�　行政不服審査法の全部改正に伴い、関係条例を整備
するため。

●平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条
例案

� （平成28年３月17日から施行）
　�　指定企業の固定資産税の課税免除の基準を明確にす
るため。

質　疑
　問�　以前からある企業でも、のちに条件を満たすと申
請できるのか。

　答�　2,000万円以上の増設があり、それに伴い平川市
民の雇用が10人を超えることとなれば免除申請が
できる。

●平川市行政不服審査会条例案
� （平成28年４月１日から施行）
　�　行政不服審査法の全部改正に伴い、平川市行政不服
審査会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるた
め。

質　疑
　問　不服に至る前の要望等について。
　答�　行政委員から各町会の要望を受けており、また、
まちづくり懇談会により町会や市民からの要望に
その都度対応している。

●平川市職員の退職管理に関する条例案
� （平成28年４月１日から施行）
　�　地方公務員法の一部改正に伴い、職員の退職管理に
関し必要な事項を定めるため。

●平川市いじめ防止対策審議会条例案
� （平成28年４月１日から施行）
　�　平川市いじめ防止対策審議会の設置及び組織運営に
関し、必要な事項を定めるため。

質　疑
　問　審議会の委員の構成について。
　答�　法律、医療、教育、心理、福祉の専門的な知識を
持つ第三者で構成し、それ以外の分野の知識が必
要となったときは専門家を委員として委嘱してい
る。

●平川市食産業振興センター条例案
� （平成28年４月１日から施行）
　�　平川市食産業振興センターの設置及び管理に関し、
必要な事項を定めるため。

質　疑
　問　衛生管理について。
　答�　施設を貸し出す際、営業許可の取得やＰＬ保険へ
の加入、食品衛生責任者講習の受講などを条件と
している。

●平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一
部を改正する条例案

� （平成28年３月17日から施行）
　�　市長及び副市長の平成28年４月分の給料月額を減
額するため。

そ　　の　　他

●平川市過疎地域自立促進計画の策定について
　�　平川市過疎地域自立促進計画を定めるにあたり、過
疎地域自立促進特別措置法第６条第１項の規定によ
り議会の議決を必要とするため。

第１回定例会（審議した議案）
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質　疑
　問�　碇ヶ関小学校改築事業における小中一貫校の検討
について。

　答�　児童数等の減少も踏まえ、必要な教育方法の議論
を重ねて、小中併置校も視野に入れながら検討し
ていく。

●東部辺地総合整備計画の変更について
　�　東部辺地総合整備計画を変更するにあたり、辺地に
係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措
置等に関する法律第３条第１項の規定により議会の
議決を必要とするため。

質　疑
　問　東部地域における振興について。
　答�　振興は辺地債を活用すべきであり、そのために辺
地計画の承認が必要である。

●久吉辺地総合整備計画の変更について
　�　久吉辺地総合整備計画を変更するにあたり、辺地に
係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措
置等に関する法律第３条第１項の規定により議会の
議決を必要とするため。

●市道路線の廃止について
　�　道路法第10条第１項の規定に基づき、市道の路線
を廃止するため。

●市道路線の認定について
　�　道路法第８条第２項の規定に基づき、市道の路線を
認定するため。

●�平成27年度平川市水道事業会計資本金の額の
減少について

　�　地方公営企業法第32条第４項の規定により、資本
金の額を減少するため。

質　疑
　問　固定負債の企業債への振替えについて。
　答�　今まで資本金に計上していた企業債を法改正によ
り固定負債に計上することとなった。

●�平成27年度平川市下水道事業会計資本金の額
の減少について

　�　地方公営企業法第32条第４項の規定により、資本
金の額を減少するため。

●ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請
願

趣旨：�交渉過程や合意の全容を示さないまま今国会に
おいて成立を目指すのはあまりにも拙速であり、
後に農産物の関税撤廃や規制緩和を迫られる恐
れがあるため、ＴＰＰ協定の批准を行わないこ
とを求める。

補正予算（平成27年度）

 一 般 会 計
　予算の総額から歳入歳出それぞれ５億1,951万4,000円
を減額し、総額を188億7,881万6,000円とする。

質　疑
　問　農業振興費の減額について。
　答�　種子センターの入札減と国・県の補助事業の対象
外となった事業の減による。

 国民健康保険特別会計
　予算の総額から歳入歳出それぞれ3,665万3,000円を減
額し、総額を47億3,378万1,000円とする。

質　疑
　問　退職被保険者の人数は。
　答�　平成27年度は219世帯で530人、現在は220世帯で
507人である。

 介護保険特別会計
　予算の総額から歳入歳出それぞれ２万3,000円を減額
し、総額を38億6,822万7,000円とする。

 後期高齢者医療特別会計
　予算の総額から歳入歳出それぞれ529万6,000円を減額
し、総額を２億5,224万4,000円とする。

 国民健康保険診療施設事業診療所特別会計
　予算の総額から歳入歳出それぞれ49万3,000円を減額
し、総額を３億3,393万4,000円とする。

請　　　　　願

第１回定例会（審議した議案）
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●工事の請負契約について
　�　小和森小学校大規模改造工事について、請負契約を
締結するため。

補　正　予　算

●平成27年度平川市一般会計補正予算案（第５
号）

　�　予算の総額に歳入歳出それぞれ２億7,474万4,000円
を追加し、総額を193億9,833万円とする。

●専決処分した事項の報告並びに承認を求めるこ
とについて

　・専決第15号　�平川市税条例等の一部を改正する条
例の一部を改正する条例

●専決処分した事項の報告について
　・専決第14号　�損害賠償額の決定及び和解の件につ

いて

　・専決第１号　損害賠償額の決定について

 学校給食センター特別会計
　予算の総額に歳入歳出それぞれ８万4,000円を追加し、
総額を３億2,644万5,000円とする。

 水道事業会計
　収益的収入を２万円、収益的支出を775万1,000円減額
し、また、資本的支出の建設改良費、営業設備費の量水
器購入費を1,482万円減額する。

 下水道事業会計
　３事業合わせて収益的収入を821万2,000円、収益的支
出を1,155万8,000円減額し、また、３事業合わせて資本
的収入を418万4,000円、資本的支出を120万円減額する。

質　疑
　問�　特定環境保全公共下水道事業資本的支出の減額の
理由は。

　答�　当初２箇所を見込んでいたが、今現在申込みがな
く、これからの工事は時期的に無理なことから全
額減額した。

 財産区一般会計
　予算総額に、歳入歳出それぞれ996万6,000円追加し、
総額を2,871万2,000円とする。

指定管理者の指定及び　　
　指定管理者の管理の期間

●碇ヶ関屋内温水プール（ゆうえい館）の指定管
理者の指定及び指定管理者の管理の期間につい
て

　　指定管理者の指定：特定非営利活動法人
　　　　　　　　　　　平川市体育協会
　　　　　管理の期間：平成28年度４月１日
　　　　　　　　　　　　～平成31年３月31日

　平成28年第１回臨時会は２月22日に召集されました。
　市長より工事の請負契約について１件、補正予算案１件、報告２件の合計４件が上程され、全議案
とも、全会一致で原案どおり可決、または承認されました。

そ　　の　　他 報　　　　告

第 １ 回 臨 時 会
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　問　市税が増えている理由は。
　問�　個人市民税は均等割と所得割の二つがあり、均等
割は変わらないが、所得割が前年度と比較して給与
所得と農業所得が増加したため。

　問�　軽自動車税について、原付自転車の税金が上がっ
た理由は。

　問�　税制改正により、全般的に税額が変更になったため。

　問　文化センター大規模改修事業の工期は。
　答　平成 29年１月から１年間である。

総 務 費

　問�　移住者住宅支援補助金について、補助を受ける要
件は。

　答�　過去５年間市内に住所を持たず、新たに転入され
る方が支援を受けられる。

民 生 費

　問　出産祝金の予算額について。
　答�　第３子以降の出産に対する奨励金である。平成24
年から平成27年の実績の平均に少し上乗せし、28年
度は35人を見込んでの計上である。

歳 入 全 般

歳 出 全 般

総額178億円
（前年度比 6.2％減）

平成28年度一般会計予算

予 算 特 別 委 員 会

　予算特別委員会は、３月10日、14日、15日の３日間、平成28年度予算案について、
審査しました。
　議員全員を委員とし、委員長に桑田公憲委員、副委員長に石田昭弘委員が選任されま
した。
　各委員から活発な質疑が行われた結果、一般会計、国民健康保険、介護保険及び学校
給食センター特別会計は賛成多数で、その他会計予算案は全会一致で可決されました。
� （※質疑のあった内容を要約し、抜粋して掲載しています。）

一 般 会 計
石　田　昭　弘　副委員長桑　田　公　憲　委員長

予算特別委員会
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介 護 保 険 特 別 会 計

　問　要支援、要介護の認定者数、受給者数は。
　答�　28年度１月末現在の認定者数は、要支援１が204
名、要支援２が239名、要介護１から５がそれぞれ
442名、384名、284名、305名、189名で、合計2,047
人である。受給者数は、要支援１が134名、要支援
２が173名、要介護１から５までがそれぞれ395名、
361名、282名、291名、174名、合計1,810人である。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計

反対討論あり
　国の予算方針に基づき編成された一般会計予算案
だが、消費税増税路線、社会保障削減路線を進める
方針に裏打ちされていることは否めず、国の地方創
生、総合戦略構想には批判に値する点が多々あるこ
とから、反対する。

反対討論あり
　高齢化や医療技術の進歩により医療費の増大が予
測され、国保財政の構造を抜本的に変えない限り、
さらなる保険料高騰や国保財政の悪化は避けられな
い状態となるため、反対する。

賛成討論あり
　市民の福祉対策、教育環境の充実を図るための関
連予算が確保されたとともに、平川市創生に向けて
大胆で、かつきめ細かい目配りがされた予算である
と確信するため、賛成する。

賛成討論あり
　運営が厳しい中、財源不足分を財政調整基金から
繰入れするなど財源の確保に努め、保険税負担を抑
えるとともに、相互扶助の精神に基づき国保事業が
健全に運営されることを考慮したものとなっている
ことから、賛成する。

　問　骨髄ドナー支援事業奨励金について。
　問�　骨髄提供者は１週間程度仕事を休まなければなら
ず、家族の協力を得られないため、奨励金として上
限７日間、１日２万円を支給する。また、勤めてい
る会社・事業所には上限７日間、１日１万円を支給
するものである。

農林水産業費

　問　食品衛生責任者講習受講料について。
　答�　食産業振興センターを利用する方に食品衛生責任
者講習を受講する条件を付しており、その受講料を
助成するものである。

商 工 費

　問　駅前通りにぎわい創出事業補助金について。
　答�　平賀、尾上、碇ヶ関駅前通りの３地点において、
地元商店街と連携したイベントを開催し、にぎわい
を創出するため、それぞれの地区に100万円ずつ支出
するものである。

土 木 費

　問　民間宅地開発事業補助金について。
　答�　ふるさと納税を活用した事業で、移住を促進する
事業である。開発業者が道路、側溝等の整備をす
る場合、１メートルにつき上限４万6,000円を助成
するものである。

消 防 費

　問　防災マップ作成業務委託料について。
　答�　現在ある洪水、土砂災害のハザードマップを統一
し、それにＡＥＤの設置場所や指定緊急避難場所
を加えた総合的な防災マップを作成する。

教 育 費

　問　史跡等保存活用計画等策定事業について。
　答�　盛美園が保存管理の基本方針を定める計画書を策

衛 生 費 定する事業で、その事業費の６％を市が補助する
ものである。

予算特別委員会
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学校給食センター特別会計

　問�　平賀学校給食センター増築工事の内訳と耐用年数
は。

　答�　増築工事は約３億8,000万、既存改修部分は約２
億1,000万で、耐用年数は31年である。

反対討論あり
　平成27年度予算同様、医療介護確保推進法の改
正により、利用者や家族に深刻な影響を与えている
第６期介護保険事業計画で運営されていることか
ら、反対する。

賛成討論あり
　平成28年度予算案は、高齢者やその家族に必要
な介護サービス給付費を適正に確保しており、切れ
目のない介護予防事業を継続し、生活支援・介護予
防サービスの体制整備にも積極的に取り組む姿勢が
見られるため、賛成する。

尾上地区住宅団地温泉事業

　問�　温泉を利用している人数と負担金について。
　答�　猿賀南田温泉の受給者が59世帯、未使用が４世
帯、みなみの温泉の受給者が98世帯、未使用が12
世帯。負担金は１世帯１月5,240円、未使用世帯は
管理費として１月2,090円である。

水 道 事 業 会 計

　問　企業団からの受水費の単価は。
　答�　津軽広域水道企業団の基本料金は１立方メートル
45円74銭、税込49円39銭である。従量料金、使用
した分については、１立方メートル19円90銭、税
込で21円49銭である。

反対討論あり
　給食センターを統合することは、市の食育教育や
地産地消の政策と逆行するものであり、効率化の視
点での公共施設の集約化は学校教育の価値を否定す
るものであるため、反対する。

賛成討論あり
　本予算案には、学校給食地産地消推進事業などの
取り組みを通じて子どもたちを育てていく意思を感
じられるため、賛成する。

� （単位：千円、％）

会　　計　　名 本年度予算額 前年度予算額 増　減　額 増　減　率

特
別
会
計

国民健康保険 4,635 ,434 4,697 ,392 △ 61,958 △ 1.3

介 護 保 険 3,791 ,820 3,824 ,985 △ 33,165 △ 0.9

後期高齢者医療 259,569 257,540 2,029 0.8

診　療　所 332,900 319,518 13,382 4.2

学校給食センター 340,262 318,323 21,939 6.9

尾上地区住宅団地温泉事業 13,717 10,991 2,726 24.8

簡 易 水 道 32,275 16,815 15,460 91.9

企
業
会
計

水 道 事 業

事 業 収 益 563,070 564,563 △ 1,493 △ 0.3

事 業 費 用 483,390 482,473 917 　0.2

資本的収入 17,007 18,817 △ 1,810 △ 9.6

資本的支出 146,470 174,882 △ 28,412 △ 16.2

下水道事業

事 業 収 益 982,446 1,037 ,817 △ 55,371 △ 5.3

事 業 費 用 1,073 ,836 1,151 ,133 △ 77,297 △ 6.7

資本的収入 463,851 482,609 △ 18,758 △ 3.9

資本的支出 702,684 701,162 1,522 0.2

平成28年度　各 種 会 計 当 初 予 算

予算特別委員会
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【歳　入】� （単位：千円、％）

区　　　分 本年度予算額 構　成　比 前年度予算額 増　減　額 増　減　率

市　　　税 2,263 ,652 12.7 2 ,213 ,281 50,371 2.3

地方譲与税 185,000 1.0 193,000 △ 8,000 △ 4.1

利子割交付金 3,000 0 4,000 △ 1,000 △ 25.0

配当割交付金 2,000 0 1,800 200 11.1

株式等譲渡所得割交付金 300 0 300 0 0

地方消費税交付金 350,000 2.0 320,000 30,000 9.4

ゴルフ場利用税交付金 11,000 0.1 11 ,000 0 0

自動車取得税交付金 25,000 0.1 25 ,000 0 0

地方特例交付金 10,000 0.1 10 ,000 0 0

地方交付税 7,600 ,000 42.7 7 ,900 ,000 △ 300,000 △ 3.8

交通安全対策特別交付金 4,000 0 4,300 △ 300 △ 7.0

分担金及び負担金 48,321 0.3 111,343 △ 63,022 △ 56.6

使用料及び手数料 102,304 0.6 105,919 △ 3,615 △ 3.4

国庫支出金 2,524 ,415 14.2 2 ,369 ,213 155,202 6.6

県 支 出 金 1,265 ,611 7.1 1 ,853 ,330 △ 587,719 △ 31.7

財 産 収 入 37,993 0.2 35 ,928 2,065 5.7

寄　附　金 30,001 0.2 2 29,999 1,499 ,950 .0

繰　入　金 624,699 3.5 995,830 △ 371,131 △ 37.3

繰　越　金 1 0 1 0 0

諸　収　入 487,803 2.7 463,153 24,650 5.3

市　　　債 2,224 ,900 12.5 2 ,352 ,600 △ 127,700 △ 5.4

歳 入 合 計 17,800 ,000 100.0 18 ,970 ,000 △ 1,170,000 △ 6.2

【歳　出】� （単位：千円、％）

区　　　分 本年度予算額 構　成　比 前年度予算額 増　減　額 増　減　率

議　会　費 162,353 0.9 176,831 △ 14,478 △ 8.2

総　務　費 1,814 ,250 10.2 2 ,389 ,722 △ 575,472 △ 24.1

民　生　費 5,669 ,859 31.9 5 ,657 ,713 12,146 0.2

衛　生　費 989,667 5.5 1 ,024 ,321 △ 34,654 △ 3.4

労　働　費 81 0 400 △ 319 △ 79.8

農林水産業費 938,741 5.3 1 ,383 ,812 △ 445,071 △ 32.2

商　工　費 500,642 2.8 475,983 24,659 5.2

土　木　費 1,680 ,850 9.4 1 ,577 ,994 102,856 6.5

消　防　費 758,167 4.3 727,203 30,964 4.3

教　育　費 2,740 ,243 15.4 2 ,618 ,314 121,929 4.7

災害復旧費 52,275 0.3 55 ,297 △ 3,022 △ 5.5

公　債　費 2,432 ,872 13.7 2 ,822 ,410 △ 389,538 △ 13.8

予　備　費 60,000 0.3 60 ,000 0 0

歳 出 合 計 17,800 ,000 100.0 18 ,970 ,000 △ 1,170 ,000 △ 6.2

平成28年度　一 般 会 計 当 初 予 算

予算特別委員会
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平成28年（３月議会） 第１回 定例会議決一覧表
議案
番号 議　　案　　名 本　会　議 常任委員会等

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考
【人事案件】
3 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
4 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
5 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
6 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
7 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
8 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
9 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
10 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
11 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
12 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
13 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
14 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
15 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
16 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
17 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
18 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
19 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
20 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
21 平川市農業委員会委員の任命について 原案同意 付託省略
【条例案・条例改正案】

22 平川市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決 　

23 平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

24 平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を
改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

25

平川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関す
る条例及び平川市教育委員会教育長の給料の臨時特
例に関する条例を廃止する条例の一部を改正する条
例案

原案可決 総務企画 原案可決

26 平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例案 原案可決 総務企画 原案可決

27 平川市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

28 地方公務員法の一部改正に伴う関係条例の整備に関
する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

29 平川市職員の分限に関する手続及び効果に関する条
例の一部を改正する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

30 行政不服審査法の全部改正に伴う関係条例の整備に
関する条例案 原案可決 総務企画 原案可決

31 平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条例案 原案可決 建設経済 原案可決
32 平川市行政不服審査会条例案 原案可決 総務企画 原案可決
33 平川市職員の退職管理に関する条例案 原案可決 総務企画 原案可決 　
34 平川市いじめ防止対策審議会条例案 原案可決 教育民生 原案可決
35 平川市食産業振興センター条例案 原案可決 建設経済 原案可決 　

議決一覧表
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議案
番号 議　　案　　名 本　会　議 常任委員会等

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

85 平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部
を改正する条例案 原案可決 起立採決 付託省略 　

【その他】
36 平川市過疎地域自立促進計画の策定について 原案可決 　 総務企画 原案可決 　
37 東部辺地総合整備計画の変更について 原案可決 　 総務企画 原案可決 　
38 久吉辺地総合整備計画の変更について 原案可決 　 総務企画 原案可決 　
39 市道路線の廃止について 原案可決 　 建設経済 原案可決 　
40 市道路線の認定について 原案可決 　 建設経済 原案可決 　

41 碇ヶ関屋内温水プール（ゆうえい館）の指定管理者
の指定及び指定管理者の管理の期間について 原案可決 教育民生 原案可決

42 平成27年度平川市水道事業会計資本金の額の減少に
ついて 原案可決 建設経済 原案可決

43 平成27年度平川市下水道事業会計資本金の額の減少
について 原案可決 　 建設経済 原案可決

【予算案】
44 平成28年度平川市一般会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決
45 平成28年度平川市国民健康保険特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決
46 平成28年度平川市介護保険特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決
47 平成28年度平川市後期高齢者医療特別会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決

48 平成28年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所
特別会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決

49 平成28年度平川市学校給食センター特別会計予算案 原案可決 起立採決 予算特別 原案可決 起立採決

50 平成28年度平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会
計予算案 原案可決 予算特別 原案可決

51 平成28年度平川市簡易水道特別会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
52 平成28年度平川市水道事業会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
53 平成28年度平川市下水道事業会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
54 平成28年度平川市広船財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
55 平成28年度平川市小和森財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
56 平成28年度平川市大坊財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
57 平成28年度平川市石郷財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
58 平成28年度平川市柏木町財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
59 平成28年度平川市大字大光寺財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
60 平成28年度平川市平田森財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
61 平成28年度平川市新尾崎財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
62 平成28年度平川市新館財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
63 平成28年度平川市沖館財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
64 平成28年度平川市葛川財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
65 平成28年度平川市吹上・高畑財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
66 平成28年度平川市原田財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
67 平成28年度平川市岩館財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
68 平成28年度平川市碇ヶ関財産区一般会計予算案 原案可決 予算特別 原案可決
【補正予算案】
69 平成27年度平川市一般会計補正予算案（第６号） 原案可決 総務企画 原案可決

70 平成27年度平川市国民健康保険特別会計補正予算案
（第３号） 原案可決 教育民生 原案可決

71 平成27年度平川市介護保険特別会計補正予算案（第
４号） 原案可決 教育民生 原案可決

議決一覧表
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平成28年（２月開催） 第１回 臨時会議決一覧表
議案
番号 議　　案　　名 本　会　議 常任委員会等

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考
【その他】
1 工事の請負契約について 原案可決 付託省略
【補正予算案】
２ 平成27年度平川市一般会計補正予算案（第５号） 原案可決 付託省略
【報告】

1
専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて
・専決第15号　�平川市税条例等の一部を改正する条

例の一部を改正する条例 原案承認 付託省略

2
専決処分した事項の報告について
・専決第14号　損害賠償額の決定及び和解の件について
・専決第１号　損害賠償額の決定について

議案
番号 議　　案　　名 本　会　議 常任委員会等

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

72 平成27年度平川市後期高齢者医療特別会計補正予算
案（第１号） 原案可決 教育民生 原案可決

73 平成27年度平川市国民健康保険診療施設事業診療所
特別会計補正予算案（第４号） 原案可決 教育民生 原案可決 　

74 平成27年度平川市学校給食センター特別会計補正予
算案（第２号） 原案可決 教育民生 原案可決 　

75 平成27年度平川市水道事業会計補正予算案（第３
号） 原案可決 建設経済 原案可決 　

76 平成27年度平川市下水道事業会計補正予算案（第２
号） 原案可決 建設経済 原案可決 　

77 平成27年度平川市広船財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

78 平成27年度平川市大坊財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

79 平成27年度平川市石郷財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

80 平成27年度平川市大字大光寺財産区一般会計補正予
算案（第２号） 原案可決 総務企画 原案可決

81 平成27年度平川市平田森財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

82 平成27年度平川市原田財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

83 平成27年度平川市岩館財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

84 平成27年度平川市碇ヶ関財産区一般会計補正予算案
（第１号） 原案可決 総務企画 原案可決

【請願】
1 ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願 不採択 起立採決 建設経済 不採択 挙手採決
【議員提出議案】

１ 市長が専決処分することのできる事項の指定につ
いての一部改正について 原案可決 付託省略

議決一覧表
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市政に関する一般質問より
一般質問は、議員が行政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び
将来に対する方針等について質問します。ここでは内容を要約して掲載してお
ります。

１．福士　　稔　議員（一括質問方式）
　１．本庁舎建設について
　２�．青森県中南地域県民局地域農林水産部食品加工研
修室取得後の運営方法について

　３．18歳からの選挙権について
　４�．新館野木和町居線の延長道路における今後の建設
進行状況と供用開始時期について

２．工藤　秀一　議員（一括質問方式）
　１．空き家の現状と対策について
　２．碇ヶ関地区の除雪について

３．工藤　竹雄　議員（一括質問方式）
　１．平川市総合戦略について
　２．市役所本庁舎建設事業について

４．工藤　貴弘　議員（一括質問方式）
　１．鳥獣被害対策について
　２．生活保護について

５．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．ごみの減量化について
　２．平川市役所本庁舎建設事業について
　３．人事について
　４�．学校給食センターの統廃合・増築と地場産品の導
入について

６．長内　秀樹　議員（一括質問方式）
　１．電力自由化に伴う本市の対応について
　２．「広報ひらかわ」の発信について
　３．旧尾上中央公民館跡地について

７．大川　　登　議員（一括質問方式）
　１．消雪・融雪の基本的な考え方について

８．石田　昭弘　議員（一問一答方式）
　１�．発達障害のある児童・生徒の対策、対応について
　２�．「いじめ防止対策推進法」施行後の状況と対策、
対応について

９．山口　金光　議員（一括質問方式）
　１�．平川市総合戦略と本庁舎建設問題について

平成28年第１回（３月）定例会　一般質問傍聴席

※３月定例会では25名の方が傍聴されました。

一 般 質 問
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１．本庁舎建設について
　問①　建設候補地について。
　　②　防災拠点としての機能について。
　答①�　規模や附属施設の配置等、総合的に勘案しながら決定する方針である。
　　②�　備蓄の庁舎内・敷地内への整備、また、その規模と備蓄内容につい

て検討しながら整備していく。

２�．青森県中南地域県民局地域農林水産部食品加工研
修室取得後の運営方法について

　問　運営の基準と他町村の受け入れについて。
　答�　運営は当面市直営とし、将来的には指定管理も検討していく。施設の
貸し出し条件は食品衛生責任者講習の受講、食品営業許可の取得、生
産物賠償責任保険への加入という厳しいものだが、多くの個人、団体
に活用していただき、６次産業化の底辺拡大につなげていきたい。

３．18歳からの選挙権について
　問　周知、啓発について。
　答�　新たな有権者へ投票を呼びかけ、手順や選挙運動などに関するリーフ
レットを送付し、周知を行う。また、長期的視野に立ち、小中学生に
対する周知、啓発も行っている。

４�．新館野木和町居線の延長道路における今後の建設
進行状況と供用開始時期について

　問　工事の進行状況と供用開始時期は。
　答�　現在の事業進捗状況は47％であり、供用開始目標は平成29年４月である。

１．空き家の現状と対策について
　問�　所有者が特定できない空き家、相続放棄した空き家の数とその対応
は。また、全壊、半倒壊した空き家の数とその対応は。

　答�　所有者が特定できない空き家はなく、相続放棄された空き家は４戸で
ある。法律に基づいた対応をする必要があるため、除却も含めて弁護士
と相談しながら進めている。また、全壊の空き家は３戸、半壊の空き家
は12戸である。空き家は個人の財産であるため、そのような空き家に対
しては電話や文書で所有者等へ改善するようお願いし、法律・条例に基
づいた措置を進めていく。

２．碇ヶ関地区の除雪について
　問①　古懸不動橋の歩道の除雪について。
　　②　除雪組合等がなく助成がない農道枝線の除雪について。
　答①�　除雪は実施する方向で進めており、周辺の接続する市道と合わせた

除雪計画を策定し、歩行者の安全確保に努めていく。
　　②�　複数の農業者が組織する団体で除雪を行った場合は、除雪経費の一

部に対し助成をしているが、組織のない農道枝線の除雪経費に対する
助成は行ってないのが実情である。それに対しては、今後実態を調査
したうえで助成を検討したい。

福士　　稔　議員

工藤　秀一　議員

一 般 質 問
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１．平川市総合戦略について
　問①　結婚につながる取り組み及び結婚への支援について。
　　②　妊娠、出産にかかわる経済的支援について。
　　③　情報発信による移住及び定住の促進について、具体的な施策は。
　　④　空き家の利活用促進について。
　答①�　出会いの場の創出として、平川市商工会が実施する婚活事業に対し

補助金を支出し、支援を行っている。また、婚活支援事業について
弘前市を中心とする定住自立圏域で取り組むことができないかを検
討している。

　　②　妊婦健康診査、特定不妊治療費給付費、出産祝金を助成している。
　　③�　プロモーションビデオを市のホームページや全国移住ナビ、各イベ

ント会場での放映等により情報発信をしていく。また、住宅確保対
策として民間事業者の宅地開発支援や移住者・子育て住宅支援を実
施していきたい。

　　④�　空き家バンクを弘前市を中心とする定住自立圏域で取り組むことが
できないか検討していく。

２．市役所本庁舎建設事業について
　問　スケジュールを変更した理由は。
　答�　基本計画の策定が遅れ、平成28年度の基本設計及び地質調査を当初
予算に盛り込むことを見送っているため。

１．鳥獣被害対策について
　問①　農作物被害の現状について。
　　②　対策について。
　答①�　平成26年度では、ツキノワグマ、サル、タヌキによる被害が確認

されており、件数はそれぞれ４件、１件、１件で、被害額は264万
円、30万円、１万円未満である。27年度ではタヌキまたはハクビシ
ンによるものが１件、被害額は１万円未満である。

　　②�　平成28年４月に平川市鳥獣被害防止対策協議会を設置し、関係機
関と有効な施策を検討している。また、この協議会が事業主体とな
り、来年度から国の交付金を活用して捕獲活動や箱わな購入などの
実施を予定している。

２．生活保護について
　問①　現状について。
　　②　市の生活保護費負担軽減につながる具体的な支援策は。
　答①�　被保護世帯数と人員について、年度平均でひと月あたり、24年度

が409世帯、544人、25年度が420世帯、554人、26年度は416世帯、
529人である。

　　②�　高齢者については、扶養義務者調査により金銭的援助等ができない
か協力を求めており、就労可能な被保護者については当市就労支援
員による求職活動の支援を行い、保護廃止に至る実績も上がってき
ている。

工藤　竹雄　議員

工藤　貴弘　議員

　

一 般 質 問
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１．ごみの減量化について
　問　県の減量化目標を上回る、平川市の行動計画について。
　答�　市で行ってきたこれまでの事業に加え、特に生ごみの水切りの促進、
紙ごみの分別徹底、集団回収の推進、リサイクル協議会との連携強化
等により、さらなる減量化とリサイクル促進を図っていきたい。

２．平川市役所本庁舎建設事業について
　問　市民合意の形成に対する取り組みについて。
　答�　市民で構成された本庁舎建設委員会において市民の意見は反映させ
ており、基本設計策定の際には説明会及びパブリックコメントを実施
する予定である。

３．人事について
　問　市長の人事に関する考え方について。
　答�　大型事業を控え、若手職員の育成は喫緊の課題である。適材適所の人事配置や効果的な職場研修の
開催、客観的で実効性のある人事評価制度により、能力開発を支援する体制の確立を図っている。

４．学校給食センターの統廃合・増築と地場産品の導入について
　問①�　さまざまな要因を踏まえ、統廃合・増築はどのように検討されたのか。
　　②　地場産品20％の導入について。
　答①�　平成27年度に建物の調査や概算工事費を含めた予算を計上し、その結果、平賀学校給食セン

ターでは増築に問題がなく、給食をすべて当該センターで対応することにより経費の削減が図ら
れることから改修・改築することとなった。

　　②�　当市は畜産資源が少なく、かなりの量の野菜を地元産に切り換える必要がある。課題は少なくな
いものと思うが、鋭意努力していきたい。

１．電力自由化に伴う本市の対応について
　問①　電力自由化についての考え方は。
　　②　庁舎及び関係施設の年間電気料金は。
　答①�　当市では未利用木材等の農林業副産物を活用した地産地消型の新エ

ネルギー事業が展開されている。現在、市内の公共施設には東北電
力が電力を供給しているが、少しでも経費削減ができないか検討し
ている。

　　②　合計で、9,353万4,000円である。

２．「広報ひらかわ」の発信について
　問①　配布方法、印刷部数、単価など検証はしているのか。
　　②　ｉ広報誌（専用広報誌アプリケーション）の導入について。
　答①�　毎月１万1,200部作成し、各町会の公達員が15日に配布をしている。

また、市ホームページにＰＤＦデータを掲載し、パソコン等で見る
こともできる。印刷の経費は入札により決定し、広報は１部あたり
約22円である。

　　②　今後、検討していきたい。

３．旧尾上中央公民館跡地について
　問①　今後の跡地利用計画は。
　　②　庭園が設置された経緯と今後の継承について。
　答①�　町会や商工会からの要望もあり、当面、更地として地域行事等に利

用する予定である。その後の活用は現在のところ決まっていない。
　　②�　明治20年に当時の商家であった内山家が築庭したものとされてい

る。尾上公民館が解体されたことから、地域の了承のもとに撤去さ
せていただいた。

齋藤　律子　議員

長内　秀樹　議員

　

一 般 質 問
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１．消雪・融雪の基本的な考え方について
　問①�　少子高齢化のため人力除雪に頼らない融雪方法について、市の見解

は。

　　②　地熱の利用について。
　　③　融雪装置補助事業の導入について。
　答①�　まちづくり懇談会でも融雪溝設置の要望が多く、また、高齢化が進

む社会において、人力除雪に頼らない融雪方法を探ることは雪国の

重要な課題として受け止めており、引き続きその対策を検討してい

きたい。

　　②�　地熱を利用したヒートポンプレス地熱利用融雪方法など、大学や民
間事業者による環境配慮型の各方法などを参考にし、新たな融雪方

法にかかる費用や効果、問題点などを比較検討していくことが必要

である。

　　③�　当市では開発事業者による宅地開発許可にあたり、除雪ドーザによ
る除雪が十分に行える道路計画と雪置場の設置を求めていることか
ら、補助は行っていない。

１．発達障害のある児童・生徒の対策、対応について
　問�　県内10市のなかで平川市のみ設置されていない通級指導教室につい
て、教育長の見解は。

　答�　早期から個別の指導や支援を受けることにより、障害による困難の
改善・克服が図られることから、その必要性は認識している。障害の
種類により準備すべき施設・設備・教材も異なり、また、設置には県

が国に要望を出し、それが認められなければならないことから、今後、

県をはじめ関係各課、各所と協議したい。

２．「いじめ防止対策推進法」施行後の状況と対策、対応について
　問�　第18条に教員の養成及び研修の充実を通じた教員の資質の向上が挙
げられているが、平川市ではどのような研修を行っているか。

　答�　教職員全員研修会において、いじめの温床となりやすいインター
ネットなどの情報機器の使用に関する研修会を、学級担任等を対象と
した講座においては、生徒指導の充実を視点に置いた授業づくりとい

うテーマの研修会を開催した。また、生徒指導推進協議会においては、

生徒指導の中核教員に対し、確実にいじめ問題に対しての取り組みが
なされるよう指導助言に努めた。

大川　　登　議員

石田　昭弘　議員

一 般 質 問
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　平成28年５月17日、平川市を開催市とする青森県市議会議長
会第１回定期総会が南田温泉ホテルアップルランドを主会場に開
催され、議長に齋藤政子議員が選任されました。
　総会終了後、津軽バイオチップ株式会社・株式会社津軽バイオ
マスエナジー・JA津軽みらい平川カントリーエレベーターの３
箇所を視察しました。

１．平川市総合戦略と本庁舎建設問題について
　問①�　行政改革なき本庁舎建設は財政負担が重くなり教育改革等の市政を

頓挫させ、厳しい行政改革はそれに優る議会改革なくして監視実行

させるのは不可能である。本庁舎問題は教育・行政・議会の三位一

体改革の中で解決すべきと思うが、市の見解は。

　　②　「本庁舎建設51億円」案を是とする判断理由について。

　答①�　より良い物をつくり、将来に財政負担を残さないようにするため時
間をかけて建設すべきであることは承知しているが、資金的に有利

な合併特例債の発行期限が決められており、これ以上先延ばしはで

きない。行政改革については、普通交付税の段階的縮減が来年度か

ら始まることから、来年度策定予定の第３次行政改革大綱をもとに

気を引き締めて取り組んでいく。

　　②�　約20年後には耐用年数を超える現本庁舎を必ず改築せざるを得

ず、その際に合併特例債のような有利な起債があるかどうか全く不
透明であること、基金残高等将来の財政予測が非常に困難であるこ
とから、再整備を担保することはできない。また、バリアフリーや
窓口の問題も総合的に考慮し、改築が最良であると判断した。

山口　金光　議員

青森県市議会議長会開催

▲定期総会の様子

▼施設見学の様子

一 般 質 問
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＊議会の動き＊
３月	 １日	 株式会社日本マイクロニクス東京証券取引所市場

第一部上場に伴う祝賀会に議長出席
	 〃日	 台北駐日経済文化代表処に市長、議長が義援金を

持参
	 〃日	 平成27年度青森県立柏木農業高等学校卒業証書

授与式に副議長出席
	 〃日	 平成27年度青森県立尾上総合高等学校卒業証書

授与式に副議長出席
　２～17日	 平成28年第１回定例会
	 13日	 社会福祉法人緑風会１．２．３月期誕生会＆ボラン

ティア感謝と交流の集いに議長出席
	 〃日	 第10回平川市連合婦人会体育まつりに副議長ほ

か出席
	 15日	 庁舎建設委員会、議会改革推進委員会組織会
	 〃日	 第１回庁舎建設委員会
	 17日	 第２回庁舎建設委員会
	 20日	 平川市消防団出初式に議長ほか出席
	 23日	 黒石記者クラブ歓送迎会に議長出席（黒石市）
	 24日	 津軽南市町村議会連絡協議会事務引継に議長、事

務局長、次長補佐出席
	 26日	 北海道新幹線新青森・新函館北斗間開業記念式典

に議長出席（青森市）
	 30日	 第３回庁舎建設委員会
	 	
４月	 ３日	 平成27年度平川市連合婦人会総会に議長出席
	 ８日	 第１回議会改革推進委員会
　	 13日	 平成27年度国道７号整備促進期成同盟会監査会

に議長出席
	 14日	 平成27年度平川市観光協会総会に議長出席
	 16日	 第10回平川市交通安全母の会総会に議長出席
	 17日	 弘前駐屯地創立記念日行事に議長出席（弘前市）
	 18日	 平川市身体障害者福祉会通常総会に議長出席
	 〃日	 第４回庁舎建設委員会
　20～22日	 第68回東北市議会議長会定期総会に議長、事務

局長出席（福島県いわき市）
	 22日	 平川市納税貯蓄組合連合会総会に副議長出席
	 23日	 第35回おのえ花と植木まつり開会式に議長ほか

出席
	 〃日	 第19回広船志賀坊まつり2016開会式に議長ほか

出席
	 〃日	 第11回平川市読書推進運動協議会総会に副議長

出席
	 25日	 第２回議会改革推進委員会
	 〃日	 第５回庁舎建設委員会

	 25日	 平成27年度平川市老人クラブ連合会総会に議長出
席

	 28日	 平成28年度青少年育成平川市民会議総会に議長ほ
か出席

	 29日	 平成28年度青森県南黒地区消防協会観閲式に議長
出席（田舎館村）

	 〃日	 青森縣護国神社第68回例大祭に副議長出席
	 〃日	 平川市遺族会総会に副議長出席
	 30日	 第10回平川市子ども会育成協議会総会に議長出席
	 	
５月	 ７日	 平成28年度平川市連合ＰＴＡ定期総会に議長出席
	 13日	 平川市交通安全協会定時総会に議長出席
	 17日	 平成28年度青森県市議会議長会第１回定期総会に

正副議長、事務局長出席
	 18日	 第３回議会改革推進委員会
	 19日	 平成28年度南黒食品衛生協会定時総会に議長出席
	 〃日	 平成27年度平川市演劇集団夢ぶたい総会に議長出

席
	 〃日	 平成27年度黒石地区交通安全協会通常総会に副議

長出席（黒石市）
	 24日	 平成28年度青森県鉄道整備促進期成会総会に議長

出席
	 〃日	 議会広報特別委員会
	 25日	 平成27年度特定非営利活動法人平川市文化協会総

会に議長出席
	 〃日	 平成28年度平川市建設協会通常総会懇親会に議長

出席
	 26日	 平成28年度八戸・能代間、北東北横断道路整備促

進期成同盟会、角館大鰐間国道整備促進期成同盟会
合同総会に議長出席（鹿角市）

	 〃日	 平成28年度平川市商工会通常総会懇親会に副議長
出席

	 27日	 平成28年度公益社団法人平川市シルバー人材セン
ター定時総会に議長出席

	 28日	 白岩まつり2016開会式に議長ほか出席
	 〃日	 平成27年度特定非営利活動法人平川市体育協会通

常総会に副議長ほか出席
	 29日	 平成28年度平川市明るい選挙推進協議会総会に副

議長出席
	 30日	 有限会社おのえ企画定時総会懇親会に副議長出席
	 〃日	 青森県選出国会議員との懇談会に議長、事務局長出
	 	 席（東京都）
	 31日	 第92回全国市議会議長会定期総会に議長、事務局

長出席（東京都）
	 〃日	 第６回庁舎建設委員会

平成28年

　ごみについて思う
　日本は世界の中で断トツのごみ排出量世界一である（世界から
失笑されている）。何が問題なのか？おもてなしが災いなのであ
る。思い浮かべてみよう。例えば靴屋で靴を買えば必ず包装を施
すし、デパ地下であんこ餅を買えばあんこにフィルムがかかって
いる（衛生上の事なのだが）。デンマークでは使い捨ての雑紙に
30％の税金をかけ対策している。
　排出量を減らすにはどうしたらいいのだろう。４Ｒをご存じだ

ろうか？日本はその中で再利用（リユース）、断る（リフューズ）
を国策として積極的に行うべきである。再利用は私くらいの年齢
なら昔やっていたので抵抗はないと思う。コンビニは原則、袋を
出さない。箸は出さない（デンマークにならって税金を課すのも
いい）。
　地球を大切にしよう。有害なごみを出すのは生物の中で人間だ
けなのだから・・・
� （大川　登）

◆◆◆ 編 集 室 から ◆◆◆

「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した

再生紙とインクを使って印刷しています。
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